
契約番号

売 渡 人　分任契約担当官 吾妻森林管理署長　　　菅野　泰治
登録番号　 T8000012050001

買 受 人

令 和 年 月 日

分 収 額

立木販売
売 買 契 約 書

売買金額 納付期限円

円

円

円

円

円
以上

　　面積
（ｈａ）

円

延納期間
円

担保の種類

代金納付の日又は延納担保
提供の日
（概算の場合の最終期限）

売買物件の
引渡方法

延納期間

　～
　　　　　　日 間

うち消費税抜代金

分 収 額

　～
　　　　　　日 間

同提供期限

現地立会省略

担保の種類

同提供期限

契約保証金

売買代金の分収額

　官行造林立木竹

　分収造林立木竹
　
  分収育林立木竹

　免除

官収分

民収分

延納利息

延納担保
金額

延納利率

材積　（㎥）

売買物件の

種類及び数量 内　　訳

分 割 延 納 分

円

円

年　　　　　　　％

延納金額 円

延納利息

売買物件の
搬出期間（期限）

公売物件一覧表のとおりとする。

売買物件の
引渡期間（期限）

売買物件の

所在場所
延納金額

延 納 分

円
区　分

売
　
買
　
代
　
金
　
納
　
付
　
の
　
方
　
法

延納担保
金額

円
以上

樹　　　種 本数　（本）

立　木 ―

延納利率 年　　　　　　　％

現 金 納 付 分

売 買 代 金

う ち 消 費 税 抜 代 金

円

売買代金

消 費 税 （ 10 ％ ）

＊　概算売買の場合には、上記の売買物件の種類及び数量は予定、売買代金は
　 概算売買代金である。

＊　本物件は、持続可能な森林経営が営まれ、伐採に当たって森林に関する
　法令に照らし手続きが適正になされた森林の立木である。

分収権者

うち消費税抜代金 円

特約事項

施設設置等
の指定

特約事項は別紙のとおり

売渡人と買受人は、本契約書及び国有林野事業林産物売買契約約款によって売買契約を
締結したので、その証として本書２通を作成し、双方記名押印の上、各自１通を保有する。

売買（使用）
目的の指定

　令 和 　年 　月　日



別紙４ 

特 約 事 項 

 

１．  事業着手前に該当森林事務所へ「立木販売箇所の事業計画書」を提出してください。提出いた

だいた事業計画書については、労働安全衛生の確保に資するため、関係労働基準監督署に情報

提供しますのでご承知願います。また、事業着手時及び終了時には、事前に該当森林官へ連絡

し、現地の確認を受けてください。 

 

２．  民有地を搬出等に使用する場合、民有地の所有者との交渉は、買受人が行ってください。私道・

公道等の利用における申請等については、買受人において所定の手続きを行うこととなります。

万一、道路等周辺施設に損傷を与えた場合は、買受人が当該所有者と協議のうえ、買受人の負

担により修復または賠償等を行っていただくこととなります。 

 

３．  公売案内図面に記載された、国有林内既設作業道（自動車道）及び土場敷（以下「既設作業道

等」とする）については、無料利用承認によらず現況により使用することを承認します。 

なお、既設作業道等以外へ新規に作業道作設、土場敷として利用する場合には、無料利用承

認申請が必要となりますので該当森林官へ連絡し手続きを行ってください。 

 

４．  搬出路作設については、別紙５「特約事項（立木販売）（伐採・搬出、森林作業道等作設）」のと

おりとなります。搬出路には水切り等の排水施設を整備し、泥水等が直接沢や公道等に流出しな

いようにしてください。特に洗い越し等沢付近での作業は、下流への影響が少なくないため、荒天

前後などは特に留意してください。 

    また、末木枝条、残材、根株等を沢や土場周辺に放置しないでください。 

 

５．  保安林内において、搬出路や土場等を作設・利用する場合は、土地の形質変更及び立木の伐

採について、県知事への協議が必要となり、支障木の調査及び手続きには時間を要することか

ら、作業着手前に余裕をもって該当森林事務所に申し出てください。 

 

６．  搬出路作設等の理由により、契約対象外の立木を伐採する必要がある場合は、搬出支障木の

調査及び手続きに時間を要することから、予め余裕をもって該当森林事務所に申し出ることとし、

必ず支障木の代金納入が確認できる金融機関の発行する振り込み証書の写しを森林管理署に

提出のうえ作業に着手してください。 

 

７．  公売箇所が、砂防指定地、地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域に指定されている場

合、搬出路等の作設に制約がかかる場合があります。下記 URL（マッピングぐんま）の『防災情



 

 

報』から、ご確認をお願いいたします。詳細は中之条土木事務所にお問い合わせください。 

 

砂防指定地、地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域について 

https://www.pref.gunma.jp/page/11301.html 

 

マッピングぐんま 

https://mapping-gunma.pref.gunma.jp/pref-gunma/Portal 

 

８．  複層伐・択伐・間伐など、森林の一部の立木を伐採するに際し、契約対象外の立木の保護、そ

の他当該森林の保護に努めなければなりません。 

 

９．  買受人は、労働安全衛生、山林火災、天候等に十分注意し、作業を実施してください。万一、労

働災害等が発生した場合は、該当森林官もしくは、森林管理署へ連絡してください。また、狩猟期

間及び猟銃による有害鳥獣駆除の実施時には「作業中につき発砲禁止」等と表示した看板等を

事業地の入口等分かりやすい箇所に提示してください。 

 

10．  伐採及び搬出の際は、「官民境界標識」に毀損
き そ ん

、亡失等のないように作業を行ってください。万

一、毀損等があった場合は、買受人の負担で復元していただくことになります。 

 

11．  買受けた物件については、全て伐倒及び搬出をしてください。特別な理由により立木を残す場

合は、あらかじめ森林官等と協議してください。 

 

12． 分収林の口座振込について 

   本物件は部分林契約箇所です。通常の代金納入方法とことなり、次のとおりとなります。 

（１）国の持分に係る代金については、国の発行する納入告知書により納入していただきます。 

  （２）分収林契約者の持分に係る代金については、分収林契約者の指定する金融機関口座に振り

込んでいただきます。 

    なお、振り込みに係る手数料は、買受者の負担とし、分収林契約者の持分に係る代金について

の延納は認めません。 

 

13．  以上のほか、現地案内の際に提示する事項についても遵守してください。 



 

特約事項（立木販売） 

（伐採・搬出、森林作業道等作設） 

 

１ 買受人は、「主伐時における伐採・搬出指針」を遵守しなければならない。 

  ただし、指針３の（１）及び（５）は適用しない。 

 

２ 事業計画書等の提出及び承認 

（１）買受人は、現地を精査の上、「立木販売箇所の事業計画書」を作業に着手する７日

前までに当該事業地を管轄する森林官等（以下「森林官」という）を経由の上、吾妻

森林管理署長等へ提出し、その承認を受けること。 

（２）事業計画書には、森林作業道、集材路及び土場の路網計画を明示した図面を添付す

ること。添付する図面は、別途作成する図面（保安林協議又は労働安全衛生規則等に

基づき作成するものなど）を使用して差し支えない。ただし、等高線、予定線形、総

延長、路網密度、幅員、土場の箇所等が記載されたものであること。また、「伐採及

び搬出に係るチェックリスト」の内容を確認の上、添付すること。 

（３）買受人は（１）で承認を受けた森林作業道、集材路及び土場の路網計画を変更する

必要が生じたときは、その変更について森林官を経由の上、吾妻森林管理署長等に提

出し、その承認を受けること。 

（４）買受人は、（１）及び（３）に基づいて提出した事項について、吾妻森林管理署長

等の承認を受けた後に着手すること。 

 

３ 買受人は、森林作業道、集材路及び土場を作設する場合は、以下の項目を遵守し施

工すること。 

（１）路網 

ア 配置 

路網は、フォワーダ等車輌系林業機械（以下、林業機械等という）が安全に走

行でき、かつ作業システムの効率性が効果的に発揮されるよう次の点に留意し

配置する。 

①地形・地質の安定している安全な個所を通過するよう配置する。 

②地形に沿った屈曲線形となるよう配置する。 

③排水を考慮した波形勾配となるよう配置する。 

④急勾配区間とカーブの組合せは極力避けるよう配置する。 

⑤Ｓ字カーブは連続して設けないようにし、カーブ間に直線部を設けるよう

配置する。 

イ 幅員 

幅員は、３ｍ以下とする。ただし、林業機械等を用いた作業の安全性及び、作業

性の確保に必要な区間に限って、0.5ｍ程度の余裕を付加することができる。 

ウ 勾配・排水 

縦断勾配は、土質や使用する機械の能力等を考慮し、集材又は苗木等の運搬作業



 

を行う林業機械等が、木材等を積載し安全に上り走行・下り走行ができる、勾配で

計画する。 

横断勾配は、原則として水平とするが、水平区間など危険のない場所で、横断勾

配の谷側をわずかに低くする排水方法を採用する場合は、必要に応じて盛土のり

面の保護措置をとる。森林作業道の場合は必要に応じて丸太等による路肩侵食保

護工を実施する。 

特に、木材積載時の下り走行におけるブレーキの故障や、雨天や凍結時のスリッ

プによる転落事故を防止するため、カーブの谷側を低くすることは避ける。 

排水は、縦断勾配を緩やかな波状にすることにより、こまめな分散排水を行うこ

ととし、排水先は安定した尾根部や常水のある沢にする等して、路面に集まる雨水

を安全、適切に処理するとともに次の点に留意する。 

①カーブ区間に係る排水は、カーブ上部の入り口付近で行う。 

②地下水の湧出又は地形的な条件による地表水の局所的な流入又は滞水があ

る場合には、これらを側溝又は横断排水施設等により排水する。 

（２）施工 

ア 切土 

切土高は、ヘアピンカーブの入口など局所的にやむを得ない場合を除き、1.5ｍ

程度以内とする。 

切土のり面勾配は、直切りを標準とする。ただし、切土高が高くなる場合、また

は、土質に応じて６分（岩石の場合は３分）とする。 

イ 盛土 

盛土については、地山を段切りして基盤をつくった上で、30cm 程度の層ごとに

バケット及び履帯を用いて十分に締め固める。 

なお、森林作業道で緊密度の低い土砂の場合は、盛土・地山を区分せず、路体全

体を 30cm 程度の層ごとに締め固め、路体全体として十分な強度をもたせる。 

盛土のり面勾配は、概ね１割とする。盛土高が２ｍを超える場合は、１割２分程

度とする。 

ヘアピンカーブの盛土箇所では、締め固めを繰り返し行うなどして、路体に十分

な強度をもたせる。森林作業道の場合は構造物の設置も検討する。 

盛土の土量が過不足する場合は、山側から谷側への横方向での土量調整だけで

なく、前後の路床高の調整など縦方向での土量調整も行う。 

ウ 簡易構造物等 

路網に構造物を設置する場合は森林作業道として作設する。構造物は、安全確保

の観点や地形・地質等の制約から、やむを得ない場合にのみ設置する。その場合、

転石等現地発生資材の活用を図りつつ、利用の頻度やコスト等を考慮して適切な

ものを選定する。 

エ 伐開 

伐開は、作設箇所ごとにおける斜面の方向、風衝等を考慮し、必要最小限の幅と

する。 

（３）周辺環境への配慮 



 

集材路、土場は、人家、道路、鉄道その他重要な保全対象（以下、人家等という）

又は水道の取水口が存在する場合は、その直上では極力作設しない。 

事業実行中は、人家等に対し、土砂の流出、土石の転落及び伐倒木等の落下を防止

するために必要な措置を講じる。 

また、希少な野生生物の生息・生育情報を知ったときは、森林官に報告し、指示を

受ける。 

（４）その他 

ア 表土、根株の扱い（森林作業道の場合のみ） 

根株やはぎ取り表土は、盛土のり面保護工として利用する。表土は心土と交互に

概ね 30cm 毎の層毎にバケット等で十分締め固めて盛土法面に固定する。根株は、

表土や心土等とともに十分締め固めるとともに作業に支障のないように固定する。 

根株の上に根株を幾つも重ねて積み上げることや、根株を丸ごと路体内に完全

に埋設することは、締め固めが難しくなるので避ける。また、土質、根株の大きさ、

集材方法、山腹傾斜等から、盛土のり面保護工に向かない場合は、安定した状態に

して自然還元利用等を図る。 

イ 事業終了時、事業時に設置した横断排水施設等を再度確認し、洗堀や土砂の流出

を防ぐため補修や追加の排水処置を行う。 

ウ 本特約事項に指定していないものについては、「主伐時における伐採・搬出指針」

及び「森林作業道作設指針」によることを基本とする。 

 

４ 吾妻森林管理署長等は、１、３の不遵守や、２（１）及び（３）において承認した事

項と異なる施工が行われたことにより、林地崩壊が発生し又は発生する恐れがあるな

ど、林地保全上特に問題があると認めた場合は、買受人に対し、買受人の負担において、

植栽や盛土の転圧、排水溝の設置など必要な措置を命ずることができる。この場合にお

いて、買受人は吾妻森林管理署長等の命に応じ、必要な措置を講じること。 

 

 

 

 











様　式　１

立木販売箇所の事業計画書 №1

令和　 年　 月　 日

買受者の所在地：

名　　称：

代表者名：

電　　話：

・公売・随契 契約月日 令和　年　　月　　日

・　　　　　　国有林　　　　林班　　　小班（全・内）

・面積　　　㏊　・樹種　　　　　外　・材積　　　　m3

・　皆伐　　　　・間伐　　　・その他（　　　　　　）

・　自社　　　　・下請　　　・その他（　　　　　　）

・（自）令和　年　月　日～（至）令和　年　月　日

・架線集材　・トラクター集材　・その他（　　　　　）

・作業員数　　　　　名　（常雇　　名　臨時　　　名）

・住　所：

・名　称：

・代表者：

・電　話：

・氏　名： tel：

・氏　名：

・氏　名：

・氏　名：

・氏　名：

吾妻森林管理署長　殿
（　　森林事務所　森林官　経由）

伐 採 方 法

場所
及び
数量
等

区 分 内 容

契 約 方 法

契 約 場 所

契 約 数 量

現場
責任
者等
の氏
名

作 業 の 形 態

作 業 期 間

搬 出 方 法

下請等の場合の相手方
の住所・氏名・電話番
号

伐
採
搬
出
計
画

従 事 作 業 員 の 内 訳

現場責任者の氏名等

林業架線作業主任者

地山掘削作業主任者

車両系建設機械運転

かかり木の処理業務

指 導 年 月 日

指 導 者 名

作 業 の 内 容

従 事 者 の 数

Ｒ　年　月　日

Ｒ　年　月　日

Ｒ　年　月　日

Ｒ　年　月　日

Ｒ　年　月　日

安 全 指 導 等 の 記 録

Ｒ　年　月　日

Ｒ　年　月　日

Ｒ　年　月　日

Ｒ　年　月　日

Ｒ　年　月　日

安 全 指 導 等 の 内 容

Ｒ　年　月　日

Ｒ　年　月　日




